
洗浄による布地の損傷について（第2報）

福　　田　　房　　代

　　緒　　　　言

　前回に於て洗剤が織布地の強伸度に及ぼす影

響について報皆したのであるが，布地の洗浄に

際しての損傷は，洗剤によるばかりでなく機械

的操作による摩擦が大きな影響を1及ぼすもので

あろうと考えられる。そこで今回は洗濯機を使

用して布地を洗浄した場合の損傷度を原布と比

（第1表）

較検討するため布地の強度働伸度⑧牧縮性1防

1雛性1ぼつれ等を測定した。

　次にその結果を報皆する。

　I　実験材料及び使用機械

一．使用実験布
第一表に示す5種類の試験布を用いた。
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　一般に市販されているこれら各種試験布は何

れも精練工程を経て来たものであるが，なお油

脂⑧塵挨1糊等が附着していることがあるので

試験用布地として用いるためには1あらかじめ各

繊維に適した前処理を行ないこれらをとり除い

た。（この前処理の方法は家政学実験講座5に

準じて行なった。）

2。使用洗　剤
　試験布を洗浄するために使用した洗剤は，市

販されている高級アルコール系洗剤（モノゲ

ン）と脂肪酸石けん（固形石けん）の2種で，

濃度をα3劣と0．5％の2区分として使用し，

Cott㎝には脂肪酸石けん，その他の試布には

高級アルコール系洗剤を用いた。

ユ　使用洗濯機
　▽2～3型東芝電機製品，うすまき式1水量

304。

　皿　実験方　法

1．洗　　　　浄

　洗浄時間を5一い嘔り0－0則in。及び
10n独　ごとに洗浄と乾燥の操作を2回繰返し

（102）⑬同3圓繰返し（103）の7段階とし，

前処理を行底った前言己5種類の試布を経⑬緯正

確に30x30c皿．に裁断し，洗浄濃度がα3劣と

O．5％とに於ける各洗剤時間に応じて3枚宛を

用意して洗浄処理をした。

　ます条件に従って浸漬洗浄（常温水で）し，

所定の時間ごとに3枚宛試布をとり出し，常温

水で水洗後，洗濯機附属のローラーで絞り、室

内に放置し自然乾燥した。繰返し洗浄は1回

をlO血i叫単位としそのつど水洗4回，ローラ
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福　　田

一絞りをして室内乾燥した。これらの試布に軽

くアイロンをかけ雛を伸す。

　なお試片をとるごとに，荷重カ寺滅少するを顧

慮して被洗物重量の調整のため，所定の時聞に

応じて無作為に3枚をとり出すごとに同重量の

金巾を補助布として加え溶比（1／30）を保っ

先。

乏　測定布の作成

　a）ぼつれ，牧縮性試験布

　洗浄を終えた試布（30x30c独．）を各濃度に

於ける各洗浄時間ごとに3枚用いる。

　b）防1雛性試験布

　試布（30x30c凪）を各濃度に於ける各洗浄

時間ごとに経⑧緯方同にそれぞれ1．O×40・nユ

のもの10枚宛裁断する。

　C）彊曾伸度試験布

　試布（30x30c肌）を各濃度に於ける各洗浄

時間ごとにL5×20c㎜．のもの25枚宛裁断し，

（第2表） Si1kユ

房　　代

両端をぼぐして1．0×20c独．のものにして測

定にまわす。以上裁断したものはデシヶ一タに

入れ保存する。

ユ　測　　　　　定

　1）強伸度試験
　京都工芸大学繊維学部繊維試験研究室談置の

恒温恒湿室を標準室気状態（20℃±P　C，65％

±2劣RH）に保ち，18時間試片のCondエtユomng

を行なった後，同室気状態に於て引張り試験を

した。

　引張り切断機は，同研究室賄付自記装置付

SchopPe・型15kg抗張力試験機を用い，強力伸

度を自記さぜてのちそのグラフから強⑱伸度を

算出した。（引張り試片長10・m．，試片幅1．O

c血．，引張り速度1㎜in．，15c㎜．）

　実験結果を整理して試片布地25枚コ組の平均

値を求めた。それを示すと第2表の通りであ

る。

原　　　布

浸漬時間（肌切．．）

濃度％

5分

10〃

15〃

20〃

30〃

102（／0分2回）

103（10分3回）

Strength　（Xタ）

10．14　　±0．99

0．3％区

／0．13

10．47

10．53

10，35

9．90

10，72

9．41

±0．45

±0．28

士0．49

士0．38

±0．85

土0．35

±0．71

／0．14　　±0．99

0．5、％区

10，73

9．96

10．53

／0．73

10．63

10．65

10．80

±0．26

±0，47

±0．75

±0．78

±0．45

±0．55

±0．32

ElOngatiOn（％）

30．9　　　＝ヒ3．03

0．3．％区

31，8

35，0

36，6

31，1

28，0

32，7

27．9

±2．13

±1．69

±5．06

±2．34

±3，67

±2．07

±3．42

30．9　　　ニヒ3．03

0．5％区

50，5

43，9

49，4

49，5

49，1

62，7

50．3

±2．90

±5．05

±6．61

土5．79

±5．05

±4．69

±2．62

Rayon

原　　　布

浸漬時間（伽舳．）

5分

10〃

／5〃

20〃

30〃

／02（10分2回）

103（10分3回）

Strength　（雄）

7．99　　　ニヒ0．32

0．3％区

7，47

7，78

7，31

7，44

7，40

7，00

7．52

士0．49

±0．61

士0．1／

±0．84

±0．47

士0．42

土0．44

7．99　　　ニヒ0．32

0．5．％区

7，61

7，60

7，42

7，77

7，48

7，64

7．70

±0．／5

±0．47

±1．12

±0．30

±0．47

土0，37

±1．12

坦；1ongatio皿　（、％）

72．9　　　　ニヒ2．52

0．3一％区

71，1

72，8

7／．6

69，7

71，3

64，7

71．1

±4．53

±8．72

±2．82

±4．38

±4．．67

±5．30

±3．54

72．9　　　　ニヒ2．52

0．5、％区

69，3

71，1

69，5

73，3

69，6

70，4

71．3

±5．56

±4．10

±3．25

±3．03

±3．94

±2．74

±3．48
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洗浄による布地の損膓について（第2報）

Co竹on一

趾e㎎th（層） 捌O㎎atiOn（％）

原 布 13．91 ±0154 13．91 士0．54 88．9 ±4．5 88．9 ±4．5

山舳 一 ■　一

‘ 一
手 0．3％区 0．5％区 0．3彩区 0．5％区

5分 1／3．72 ±0．62 13．46 士0．47 86．2
・…1±5．19

86．3 ±3．54

10〃 13．64 ±0．78 ／3．51 ±1．／9 86．0 85．8 ±9．77

15〃 13．37 ±0．64 13．57 土0．52 86．1 ±5．19 85．4 ±3．67

20〃 13．49 ±0．54 13．23 土0．62 83．2 ±4．76 85．7 ±3．81

30〃 13．22 ±0．66 13．34 ±0．94 84．7 ±4．55 83．9 ±6．01

／02（10分2回） 13．16 ±0．70…1i 12．70 ±0，67 81．8 ±5．16 82．6 ±4．28

103（10分3回） ／3．／7 ／2．67 ±／．05 83．0 ±3．19 84．8 ±5．92

Woo1

stre皿g比（侮） E1OngatiOn（％）
一　　　　一 ・

原 布 6．57 ・…1 6．57 土0．22 ・・．・±…　1
70．5 ±2．78

＼　　　　　濃度％　　㌔　　　＼

1
一 ．

浸漬時闇（・・伽．）＼一 0．3％区 05％区
■・．・・区1

0．5％区

5分 6．55 ±0．24 6．49 土0．38 73．4 ±4．36 1 67．5 士3．78

／0〃 6．44 士0．30 6．64 ±0．20 73．8 土4，03 73．2 ±4．27

15〃 6．4／ ±0．23 6．59 ±0．14 73．3 ±5．26

1
72．1 ±3．26

一20〃 6．43 ±0．2／ 6．70 士0．18 72．9 土2．59 72．6 ±2．9／

30〃 6．41 ±0．19 6．26 ±0．52 73．9 ±4．22 72．8 ±3．16

1：：1膿呂11 6．50 ±0．19 6．43 土0．23 70．8 ±3．54 74．5 ±6．42

’ 6．43 ±0．20 6．37 壬0．21 77．1 ±4801775 ±4．48
■

B1end一

Str・皿gth（侮） ElO㎎洲・n（％）
’

原 布 1／．65 ±／．34 11．65 ±1．34 92．4 ±6．18 92．4 ±6．18

■　■
一

一　一 一 ■　　o一 ■I’ 0．3％区 0．5％区 0．3％区 0．5％区

5分 12．61 土0541 ／0，78 土0．61 95．3 土4．86． 72．4 ±5．49

’／0〃 12．31 ±0．65 ／1．06 ±0．99 94．4 ±6．05 74．4 ±7．70

15〃 9．88 ±0．91 10．52 士0．64 68．2 ±5．05 64．8 士5．56

20〃 I6 12．14 ±0．56 10．64 ±0．76

I
92．6 ±4．67 71．9 ±5．69

30〃 ／0．35 ±0．74 10．／0 ±0．57 72．1 ±5．49 72．0 士4．55
1

102（10分2回） 12．06 ±3．44 10．82 ±1．14 93．8 ±0，70 76．0 ±9．39

／03（10分3回） 11．90 ±0・731 ／0．33 ±0．98 93．5 ±6．36 71．2 ±7．79

　以上の測定腹をグラフに表わし，これから実

験結果を検討することにする。

　実験結果を見ろと総体的に測定値のバラツキ

は割合に少ない点から考えると実験は比較的正

確に行なわれたことを知る。従って実験f直の信

頼度の検定はここで略し，グラフから検討をし

てみることにする。グラフはいすれも横に処理

時問（lm1n）縦に強度（kg）伸度（％）をと

った。

（第1図参照）
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洗浄による布地の損傷について（第2報）

E1onggat1on

o．5％

（、二）

l
1
50。。‘。r’r乏rう・

　魚　　　　　　i♂　　l05
　邪荻孝時㈲（［肌』

（％）

100

O．5％

原　　　　　　10・　　103
砺教孝時向（〔；＾）

　◎グラフに依る強伸度実験結果考察

　Rayon，Cotton及びB1・ndは強伸度共に洗

濯の処理時問に伴って減少する。殊にCo抗on

及びB1endに於て一暦それ。は著しい。

　叉B1endは測定喧のハラツキが甚しい。　こ

れはB1endの均等に与えられていない結果で

あろうと思われる。即ち材質的に試片による差

が大きいからであろう。然しこの大きいバラツ

キにかかわらす強度と伸度の減少傾向は極めて

明瞭である。これに反して天然動物繊維である

Si1k，Woo1の布地は洗濯による強⑤伸度への影

響が殆んど現われていない点は興味あ亭ことで

ある。

　2）牧縮性試験
　実験操作1俸家政学実験講座4に準じて行なつ

た。（なお防雛性⑧ぼつれの試験操作も同実験

講座法に準じた。）

　各処理区3枚1組の測定値の平均値を出し，

それより収縮を算率出すると第3表の如くであ

る。

　これをグヲフとして表わすと第2図の如くに

なる。（経軸は収縮率％，横軸洗浄時間皿m）

以下各図は弐の凡例による

　図　　示　　凡　　例

Si1k　　　　　　太線：0．3％

Rayon　　　　　紬線：α5％

Cotton

Woo1
B1end．

一46一
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し

（第3表） 洗浄による布の牧縮率（96）

0．3％

0．5％

5
10

／5

20

30

／02

103

5
／0

／5

20

30

102

103

Si1k

経

　　0

　　0

052士0

／．03±0

103±0

103±0

1．03土0

052±0

0．52±0

／03±021

／．03ニヒ0，21

2．06＝ヒ0．26

206±0／2

2．06士0．／2

緯

R町On

経

／．22ニヒ0，16

／．35士0，12

1．35±0，12

2．20士0，／2

2．75ニヒ0，／8

2．22＝ヒ0，12

4．95±ヒ0．12

0．90土0

／．36ニヒ0，08

1．80＝ヒ0，12

3．60ニヒ0，18

3．60士0，／2

3．60±0

4．05ニヒ0．／3

緯

／．12±0

1．／2＝ヒ0，06

1．79ニヒ0，06

1．79＝ヒ0，32

2．47土0，32

2．02＝1二0．06

225±009

1．12±0

1，79＝ヒ0，06

／．79士0，06

1．79ニヒ0，06

2．24ニヒ0，06

2．25士0．03

225土0／7

O（）tton

経

1．02士0

1．02±0

／．02＝ヒ0，／3

／．02＝ヒ0，13

／．02±0

／．02＝ヒ0，13

1．02士0

O．5／±0

／．02±0

1．02ニヒ0，／3

1．53ニヒ0，13

／．55±0

／．53±0

1．53ニヒ0．／3

緯

0．／3±0

0．25二1＝0，02

0．25士0，02

0．25±0，04

0．25±0

0．25ニヒ0，02

0．25ニヒ0．02

0．25±0

0．25ニヒ0，02

0．25土0，02

0．25士0．18

025±002

025±002

025±0／8

W（〕OI 　　　　　B工end
（Ace帆te70％，Vi8cose30％）

経

／05±0

／．57±0

2．10ニヒ0，43

2．33土0，14

5．15ニヒ0，43

2．63＝ヒ0，43

2．63＝ヒ0．4三三1

緯 経

0．50土0

0．50±0

0．75±ヒ0．2

／．25土0．2

1．75±0

1．25土0．6

／．75：ヒ0．／

0．91士0

2．27ニヒ0，／0

2．72士0，10

5．18士0．37

13．／8±0

3．01ニヒ0．15

，4．09±0．37

1，57土0

2．／0士0．43

26ス±0

368±043

4．20土0，43

2．63±0

5．68ニヒ0．22

0．77：ヒ0，06

0．77士0．05

102土01

2．05土0．／

2．05土0．1

1．28：ヒ0，05

2．30士0．24

1．8／＝ヒ0，37

2．27＝ヒ0，19

2．72＝ヒ0，06
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3．18ニヒ0，19

2．72ニヒ0，／9

3．64＝ヒ0．37

緯
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0．53ニヒ0，05

0．53±ヒ0．05

／03±007

1．03ニヒ0．07

／53±0／2

2．50±1二0．20

0．75±0

1．00士0，／0

1．25ニヒ0，10

／．75土0，／0

2．00＝ヒ0，10

1．05ニヒ0，27

2．00＝ヒ0．2

　　　　　　　　　　L◎
収　縮　率　＝ 　L　　　　　　100I。◎

L。二原布の長さ

L＝洗浄後の長さ
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洗浄による布地の損傷について（第2報）
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洗浄による布地の損傷について（第2報）

　◎グラフに依る牧縮性結果考察

　各試験布とも前処理によって縮みが著しく，

殊にCottOnの緯糸に於て甚しかった。そのた

め洗浄に於ては取縮が比較的少なかった。

　織緯別ではRayonが最も多くの牧縮を見せ

ており，WOo1，B1endはこれに欠ぐ。1二れは織

布の組織に関係多く，糸密度が小であると考え

られる。　またB1・ndは緯糸が太く，密である

ため経糸の方向のみ著しく牧縮した。

　S三1kは緯糸の縮みは全くない。　これは無撚

　　　　　（第4表）　　　　　　　防　　　激

糸の太糸であるためであり，Cottonの緯糸の

縮みの多いのは強撚糸によるものと思われる。

　洗浄時間に於ては，時間増加に伴い大となっ

ているが，特に注目すべきは，最初の短時間に

於て縮みの多いことである。

　洗剤については濃度の高いことは影響が大で

あることを示している。

　3）防雛性試験
　各処理区経亀緯各10枚1組の測定値より平均

値を出し，これより防綴率を出してみると第4

表の如くになる。

　　度　　（％）

　　　　　　類

　　　　　　．　　　　　　、　　　　　　㌔　　　　　　＼

原　　　　布

0．3廿％

0．5．％

5min．

10

15

20

30

102

／03

5
／0

15

20

30

102

103

Si1k

9．44±0．70

92フ±062
906土056
9．06一二0，56

8．88一二0．49

722土0ろ3
8．88ニヒ0，18

8．4∠1：ヒ0．33

8．89ニヒ0，56

8．61士0，51

8．75ニヒ0，50

8．06±0，25

6．39二1＝0，45

8．39±0，52

7．94土0．36

R町on

6．00ニヒ0．60

5．56ニヒ0，61

5．75＝ヒ0，27

4．78二1二0，5／

4，67士0，43

4．22ニヒ0，51

4．72ニヒ0，45

4．44±0．43

5．00ニヒ0，43

4．72士0，51

4．22ニヒ0，43

4．56ニヒ0，43

3．89二1＝0，49

4．44ニヒ0，39

4．17：ヒ0．3

Cotton

6．11±0．25

5．42ニヒ0，28

5．00ニヒ0，45

4．56±0，43

4．6／ニヒ0，27

4．44土0，35

4．73±0，28

4．67ニヒ0．43

528士037
4．94ニヒ0，39

4．73二I二0，37

4．73土0，39

4．44±0，55

4．73ニヒ0，39

4．44士0．ろ9

WOOI
　Blend
八cet汎牝70一％

、「is　cose30，96

ll・ll・・1・…土・…

／0．56±0．49

／0　28＝ヒ0　45

10．00±ヒ0．35

10．15±0，25

9．78±0．45

10．11±0，45

9．6／ニヒ0．45

10．39＝ヒ0．22

10．17ニヒ0，40

8．22ニヒ0，59

8．33±0，42

8．22±0，42

8．06ニヒ0，37

7．78士0．55

8．72＝ヒ0，70

8．6／＝ヒ0，45

8．43±0，45

7．78：ヒ0，49

7．78＝ヒ0，49

8．61士0，37

8．06ニヒ0．38

8．33士0，31

7．78士0，47

7．78士0，35

7．23士0，79

6．67土0，70

7．23士0，95

6．34士0．45

　　　　　　　　　　　　a　　　　防綴度（％）一180　100

　　　　　・＝開角度の平均値

（経緯方向で別々に防雛度を算出し経1緯の平均値で表わす。）

これをグラフで表わすと第3図の如くであ る。（経軸は防雛性％，横軸は洗浄時問卿m）
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3　　図
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紹

（第5表） ほ　　　　　つ れ　　　率　　（劣）

0．3ら

0．7吃

5
／0

／5

20

30

102

／03

5
10

／5

20

30

102

103

Si1k

経 緯

Rayo口

6．0土0

6．0士0

12．0士／．／

／2．0土0

2／．0士1，3

21．0士0

25．0士1．／

21．0±／．1

21．0±0

25．0ニヒ1，3

25．0±0

30．0ニヒ／．3

2／．0±0

34．0＝ヒ1．3

経

6．0土0

8，0土0

6．0土0

1／．0士2，3

1／．0土0

11．0土2，5

17．0士2．3

8．0±0

11．0±0

1／．0ニヒ2，3

1／．0＝ヒ／．6

17．O±0

20．0＝ヒ1，6

90．0±0

26．0士1，4

31．0士1，4

40．0士／．9

50．0土1，4

50．0土0

50．0士／．4

61．0士／．4

3／．0ニヒ／．4

40．0±1，9

40．0±0

50．0ニヒ／．4

6／．0ニヒ1，4

55．0ニヒ1，4

90．0±1．4

緯

21．0士1，8

50．0土／．8

50．0士0

50．0士0

56．0士／．8

50．0土0

100．0士／．8

50．0士／．8

71．0ニヒ／．8

71．0±0

65．0土1，8

81．0＝ヒ1，8

85．0二1二8．9

120．0ニヒ17．9

O（）tton

経

3．8±0

5．7±／、5

5．7±0

11．0土1，5

13．0士5，／

／4．0土2，4

14．0土／．1

5，7±0

5．7±2．7

6．0士1，9

11．0＝1＝1，1

14．0二1：／．1

14．0±0

19．0土1．1

緯

8．6±0

8．6±0

／3．0±0

／5．0：ヒ三≡1，5

／5，0土2，5

／3．0±0

17．0±0

8，6士0

8．6±0

13，0±3，5

／7．0士3，5

／7．0±0

20．0±2，5

20．0士3．5

W00I

経

26．0士5，7

36．0±4

4／．0±5，7

45．0±8

73．0ニヒ6，5

64．0ニヒ／．28

74．0±2．3

36．0＝ヒ5，2

4／．0ニヒ7，7

41．0ニヒ7，8

63．0±6，5

74．0±7．7

6三≡1．0ニヒ6．5

110．0ニヒ6．5

緯

20．0＝ヒ2，9

30．0土／0，8

25．0±ヒ2，9

30．3土0

60．0ニヒ6，4

40．0±7，1

60．0ニヒ2．9

20．0±0

40．0＝ヒ8，2

40．0ニヒ2，9

60．0＝ヒ8，2

80．0±8，7

50．0±6，4

80．0ニヒ4．1

Blena

（今鮒鶉）

経

1／．0ニヒ0，9

16．0ニヒ0，9

2／．0土3，4

21．0ニヒ0，9

30．0±2，3

21．0ニヒ2，／

31．0ニヒ2，3

11，0＝ヒ0，9

16．0二，二0，9

22．0ニヒ0，9

25．0ニヒ0，9

30．0ニヒ1，3

25．0士0，9

35．0土4．3

緯

．14．0±0

／4．0±0

180±3，7

／8．0±0

28．0土3，7

／8．0ニヒ3，7

28．0土5．7

18．0±0

／8．0ニヒ5，7

／8．0±0

20．0ニヒ2，6

28．0ニヒ4．’5

21．0ニヒ2，6

32．0＝ヒ5．7

詳
苗
戸

片
む｛

嵜
凄
θ

描
騎
戸

o
（

描
心
麹

　　　　　　　　　　　　　a
ほ　つ　れ率　＝
　　　　　　　　　　　n

　　　　　　　　　b
全
　　　　　　　　n

w ／00

　　　×　／00
F

（経糸）

n　w口〃＞＝16〃当り糸密度

（緯糸）

書＞竺ほつれ本数



福　　田　　房　　代

　◎クラフによる防雛度試験考察

　防繊度は一般に弾陸の大きものは高い。却ち

WooいSi1k“1endの順であり，Rayon⑧Cot－

tOnは低く両者は殆んど同じ線をたどっている。

　洗浄時問の増加に伴い各種試布ともかなり低

下している。これは特にSi1kに於て明らかで

ある。向注目すべきは，洗浄15血i叫以後の低

下が甚だしいことである。これは機械操作によ

る損傷の大きいことを示すものであろう。

　4）　ほつれ試験
　各処理区3枚1組の測定値1より平均値を出

し，これよりぽつれ率を算出すると第5表の如一

くである。

　これをグラフに表わすと第4図の如くにな

る。（経軸はぼつれ率05横輸は洗浄時間nユm）
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洗浄による布地の損傷について（第2報）
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0．3％の継続とくりかえし洗浄との比較
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福　　田

　　　　ほつれ（経糸）（ト）

0．5％の継続とくりかえし洗浄との比較

　太線1継続洗浄
　細線：くりかえし
・　　　洗浄
　　　　　　　　　．ノ
　　　　　　　　　／
　　　　　　　　／　　　　　　　　／
　　　　　　　　／
　　　　　　　　／
　　　　　　　／
　　　　　　　／
　　　　　　　ノ　　1
　　　　　　　／　／
　　　　　　／　ノ
　　　　　　／／
　　　　　　／／／／
τ　　　　　　　／　・／
　　　　　／ノレ
　　　　　〃〃
　　　　／／
　　　／1／／
、　／／！1
　。・〃／
4”

4

　　　　　　　／
1〆タタ

・／！7
　・　／
　　／
　／

■

　　　　　　　％
　　　　　　　牝蛸伽州凧2　　　　．♂　　　　　　　　lo，

　◎グラフよりほつれ試験結果の考察

　Rayon，Woo1が最も著しいぼつを見せ、次

いでB1end，Si1k，Cottonの順であり，いすれ

も僅少である。これは布の組織に最も関係が多

い。即ち糸密度が小で，糸の太いものほどほつ

れは大である。またほつれ易いものは，洗浄時

問の増加に伴いその影響は漸増し，操作の多く

かかった繰返し洗浄のほつれは1また甚大であ

る。Wool，Rayonに於てそれが顕著に見られ

る。これは洗浄の機械的処理による損傷といえ

よう。

　　総　　　　　括

　1）洗浄による布地の損膓は　般に洗浄時問

の長いほど布地の損傷を大にする。ごれは布地

の強伸度⑧防雛性によくあらわれている。この

ことは一方に繊緯の膨潤をf足進すると共に他方

機械的処理が多く加わることによるものであろ

うと考えられる。

　2）布地の損傷はその布地の構造が長繊椎で

あるか，短繊緯であるかによって差異は認めら

れない。

　3）洗浄に於ける揖傷度に対する継続処理と

房　　代

　　　　ほつれ（緯糸）㈱

0．5％の継続とくりかえし涛浄との比較
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　　　　　男
　　　　　　浩綱1前（Hlり　　　　lo－　　　　　　　　lo，

くりかえし処理の差は明瞭でなし）。

　　4）洗浄効果は洗剤の性能と機械的処理作用

との綜合によって上げられるものである。従っ

て適当なる機械的処理は最も望ましいことであ

るが過剰になると損傷度に影響を与えることを

知る。

　5）洗剤の濃度は0．3％より0’5％の方が一

般的に損傷度大である。このことは混紡布地に

於て非常に明瞭にあらわれている。

　　特種な場合を除く外は濃度は0．3％位が適当

と考えられる。

　　本実験の御指導を賜った京都工芸繊緯大学森
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